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研究成果の概要（和文）：スマートフォンやタブレットなどの携帯機器の録音・動画撮影機能を利用して、外国
語によるスピーチやプレゼンテーションなどの様子を記録し、それをサーバーに直接アップロードすることによ
って、それらをウェブ上で共有・閲覧するシステムを開発した。これに加えて、スピーキングの結果をデータ化
し、それをコンピュータが自動で採点・評価するシステムも併せて開発した。実際にこのシステムを利用した学
習者へのインタビューやアンケート等でデータを収集し検証を行った結果、外国語による口頭発表に対する学習
者の不安感が弱まるとともに、学習への動機付けが有意に高まり、外国語による口頭での発表能力の向上が見ら
れた。

研究成果の概要（英文）：Through this three-year study, a set of mobile language learning apps aimed 
at improving speaking skills was developed and evaluated by the researchers. The apps were designed 
to capture images, audio and video from a mobile device and to display this media on a secure Moodle
 course page. Learners benefited from the integrated self, peer and instructor feedback functions 
embedded in the software. A computerized scoring of speech algorithm was also developed and tested 
using speech samples from learners. Both quantitative and qualitative data was gathered to determine
 to what extent the apps aided in the quality and quantity of oral production, in the reduction of 
learner anxiety, and in the improvement of communicative competence.
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１．研究開始当初の背景 

コンピュータやインターネットを利用した
外国語学習の環境は以前と比べて整ってき
たと言えるが、それを学習者により身近なス
マートフォンやタブレットなどの携帯機器
で行う環境は技術的に整っているとは言い
がたい。例えば外国語によるスピーチやプレ
ゼンテーションを録音・録画したものをコン
ピュータからサーバーに送ることは簡単に
できても、CPU パワーの限られた携帯機器上
でしかもそれを有線でなくワイヤレスで行
うことはなかなか難しいため、それを実際の
教室環境に持ち込み、外国語学習に役立てる
ということはなかなか考えられない。そのよ
うな状況の中で、外国語で録音した音声や動
画などのマルチメディア素材をより簡単に
サーバーに送る機能を持つアプリケーショ
ンの開発や、サーバー上でそうしたマルチメ
ディア素材が表示可能となるモジュールな
どの開発、そして実際の外国語の授業でそれ
らをより簡便に利用できるシステム作りが
求められている。 

 

２．研究の目的 

(1) 外国語の授業において、これまでスピー
チやプレゼンテーションなどのアウトプッ
トの活動が盛んに行われてきているものの、
多くの場合、そうした活動をビデオなどで記
録した後、視聴し検討するいわゆる「振り返
り」の活動がほとんど行われず、その場限り
のものとなってしまうことが多かった。そう
ならないために、アウトプットの活動をスマ
ートフォンやタブレットなどの携帯機器で
記録し、それらをネットワーク上で共有する
ことによって、相互視聴や評価が可能となる
システムを開発する。その際、外国語を発す
る際に感じる不安感ができるだけ少ない環
境となるように配慮し、目標言語による口頭
での発表がより効果的に行えるようなシス
テム作りを行う。そして、これらを実際の授
業で活用することによって、アウトプット活
動がより効果的に行えるかどうかを検証す
る。 

 

(2) 口頭による外国語のアウトプット量の増
大を目指すとともに、発話された外国語が正
確でしかも母語話者に通じるものであるか
どうかについて、コンピュータが自動で評価
を行うアプリを開発し、それを実際の外国語
の授業で活用しその評価を行う。 

 

３．研究の方法 

外国語によるアウトプットを携帯機器で録
音・録画し、それをサーバーに送ってそこで
表示できるアプリケーション群を開発し、そ
れらを実際の授業で活用することによって、
アウトプット活動がより効果的に行えるか
どうかを検証する。 
 
 

４．研究成果 
外国語による口頭でのアウトプット活動を
携帯機器上で記録し、それらをサーバーに送
りサーバー上に表示できるアプリケーショ
ン群を開発し、評価を行った。 
 
(1) VoiceShadow アプリケーションとそのサ
ーバー用モジュール 
学習管理システム（LMS）である Moodle 用と
して、学習者のシャドーイング音声をオンラ
インで録音・再生するモジュールを開発した。
これは VoiceShadow モジュールと呼ばれ、イ
ンターネットに接続された PC であればどこ
からでも Moodle 上でシャドーイング練習を
可能とするものである。このモジュールを利
用すれば、ブラウザー上で音声を録音したり
再生したりすることができるだけでなく、録
音された音声を自己評価したり、学習者同士
がシャドーイングの録音を聞き合い、そのパ
フォーマンスをお互いに評価したりするこ
とができる。さらに、ある学習者の録音され
た音声を一覧表示することができるため、例
えばコース開始時の音声と数ヶ月後の音声
を比較検討することによって、英語音声の質
的な伸びを客観的に聞き比べることができ
る「音声ポートフォリオ」も実装されている。
さらに、携帯機器からサーバーにアクセスし、
シャドーイング練習とその練習成果をサー
バーにアップロード可能なアプリケーショ
ン(VoiceShadow App)も開発した。 
VoiceShadow 3  
github.com/e-rasvet/voiceshadow3 
VoiceShadow 2 App 
itunes.apple.com/us/app/voiceshadow-2/i
d1228990579?mt=8 
 
(2) VideoBoard モジュール 
iPad の動画撮影・再生機能を利用して、スピ
ーチやプレゼンテーションなどの様子を学
習者同士で録画し、それを Moodle サーバー
の授業活動ページに直接アップロードする
ことによって、録画した動画ファイルをウェ
ブ上で共有・閲覧するシステムを開発した。
このシステムによって授業で撮影したアウ
トプット活動の動画を即座にセキュアかつ
プライベートなサイトでのみ公開すること
ができるだけでなく、手もとのモバイルデバ
イスなどで視聴することによって、その場で
自己評価や相互評価が可能となり、より客観
的な視点から活動を評価することができる
ようになった。本研究ではプロジェクト参加
者が各自の授業においてアウトプット活動
を行うが、その際、iPad を用いて動画を撮影
したあと Moodle にアップロードし、学習者
同士が行う相互視聴および評価活動を通し
て、こうした活動が従来の方法に比べてより
効果的に行えるかどうかについて、学習者へ
のインタビューやアンケート等でデータを
収集し検証を行った。 
VideoBoard 3  



github.com/e-rasvet/videoboard3 
 
(3) MediaBoard モジュール 
数枚の写真をサーバーにアップロードし、そ
れぞれの写真に説明のための音声を加え、そ
れらを一連のストーリーにまとめることで、
ネットワーク上でいわゆるスライドショー
を作成するモジュール MediaBoard を開発し
た。それを実際の外国語の授業において、い
わゆる Show & Tell の活動や学習したニュー
スを要約する活動などを行うことで、授業の
より一層の活性化を図った。これらのモジュ
ールによって文字だけでなく、写真や音声、
動画などのマルチメディア素材をネット上
に投稿し、そこでそれらを共有しながらお互
いに評価しあったり、コミュニケーションを
図ったりすることができるようになった。そ
の結果、このような活動を学んでいる外国語
で行うことにより、その外国語をコミュニケ
ーションの手段として用いるリアルな環境
が提供可能となった。 
MediaBoard     
github.com/e-rasvet/mediaboard 
 
(4) Speech Assessment モジュール 
外国語によるスピーキングの評価は、母語話
者による評価が望ましく、たとえ行われても
たいへんな時間と労力が必要となる。また、
すぐにその結果を学習者にフィードバック
することが難しいなど、多くの問題を抱えて
いる。そこで口頭で発せられた外国語音声を
録音すると同時にコンピュータがその内容
を分析し、自動的に評価を行うシステムを開
発した。これにより、外国語による口頭発表
に対する学習者の不安感が弱まるとともに、
学習への動機付けが有意に高まり、外国語に
よる口頭での発表能力の向上が見られた 
Speech Assessment 3   
github.com/e-rasvet/sassessment3 
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